
第８ 水痘 

 

要 約 

 2015年度の調査は、水痘ワクチン定期接種化後最初の調査であり、4都府県で1,106名の抗体調

査が実施された。EIA価4以上の水痘抗体保有率は81.3%（899名）であった。1～4歳の抗体保有率

は、それぞれ1歳25.4%、2歳53.7%、3～4歳47.1%であり、定期接種化前と比較すると上昇が認め

られるものの低い保有率であった。20歳以上全体の抗体保有率は96.6%であり、若干の感受性者

が認められた。定期接種年齢である1～2歳の1回接種者及び2回接種者の抗体保有率は、それぞれ

22.9%及び69.6%であった。2014年10月の定期接種化後、水痘の患者報告数は大きく減少しており、

定期接種化による効果は明らかであるが、今後も解析対象者数を増やして抗体保有率の推移をし

っかりと把握していくことが重要である。 

 

１．まえがき 

2014 年 10 月から水痘が定期接種対象疾病に導入されたことに伴い、前年度（2014 年度）から水痘

の感受性調査が開始された。水痘は、主に小児に好発し、発熱、発疹などを主徴とする急性のウイル

ス感染症であり、重篤になると入院例や死亡例も認められる。日本では、水痘ワクチンが任意接種で

あったこともあり、年間約 100万人が罹患、年間約 4,000人が入院し、約 20人が死亡していると推定

されてきた 1）。水痘ワクチンは、白血病やネフローゼ症候群等、免疫不全状態の小児を水痘から守るた

めに、大阪大学の故高橋理明博士らによって開発された、わが国発のワクチンである 2）。日本では 1987

年から 1 歳以上の小児への接種が認可されたが、任意接種であったため接種率は低く推移してきた。

海外では、米国で 1995年に小児の予防接種スケジュールに水痘ワクチンが導入され、2006年から 2回

接種に変更されたことにより、水痘患者の発生数、入院数及び死亡数の激減が認められた 3）。わが国で

も、2014年 10月 1日から水痘ワクチンが定期接種化され、生後 12月～36月に至るまでの間にある者

（1歳の誕生日の前日から 3歳の誕生日の前日まで）を対象とし、3か月以上（標準的には 6～12か月）

の間隔をおいて 2回の接種を行うこととなった。また、2014年度（2014年 10月 1日～2015年 3月 31

日）に限り、生後 36 月に至った日の翌日から生後 60 月に至るまでの間の者にも 1 回の接種が定期接

種として実施された。本年度（2015年度）は、定期接種開始後最初に行われた調査となる。 

 

２．感受性調査 

（１）調査目的 

ヒトの水痘帯状疱疹ウイルスに対する抗体保有状況を調査し、水痘ワクチンの効果を追跡する

と共に、今後の流行予測と予防接種計画策定の資料とする。 

 

（２）調査対象 

調査は、千葉県、東京都、京都府、大阪府の 4都府県で実施された。各都府県において、0～1

歳、2～3歳、4～9歳、10～14歳、15～19歳、20～24歳、25～29歳、30～39歳、40歳以上の 9

年齢区分を設け、各年齢区分から原則 22名ずつ、計 198名、合計で 792名を対象とした。 

 

（３）調査時期 

原則として 2015年の 7月から 9月。 
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 （４）調査内容 

対象者から採血し、市販のキットを用いて血清中の水痘 IgG抗体価（EIA価）を測定するとと

もに、採血年月日、年齢、月齢、性別、予防接種歴、罹患歴について調査した。抗体価の測定に

際しては、市販のコントロール血清を用いて検証した。なお、抗体価の測定に関する詳細は、キ

ットの添付文書に準じた。 

 

（５）調査結果 

A）調査対象 

2015 年度は 4 都府県の合計 1,106 名の水痘 IgG 抗体価が測定された。年齢別調査数は、0～1

歳 91 名、2～3 歳 73 名、4～9 歳 151 名、10～14 歳 109 名、15～19 歳 97 名、20～24 歳 84 名、

25～29歳 78名、30～39歳 116名、40歳以上 307 名であった（表 1）。 

 

B）年齢別水痘抗体保有状況 

図 1 と表 3 に年齢別水痘抗体保有状況を、図 2 と表 4 に年齢群別水痘抗体保有状況を示した。抗

体陽性とされる EIA価 4以上の抗体保有率は、全体で 81.3%であった。年齢別（図 1、表 3）に見る

と、0歳 4.2%、1歳 25.4%、2歳 53.7%、3歳 46.9%及び 4歳 47.4%であり、前年度と比較して上昇し

ているが、低い抗体保有率であった。その後、年齢が上がるにつれ抗体保有率は上昇傾向を示し、5

歳から 9歳は 58.6～77.3%、10代では概ね 85%以上、20歳以上の年齢では多くが 90%以上であった。 

年齢群別（図 2、表 4）に見ると、0歳、1歳、2歳の抗体保有率は上記の通りで、3～4歳 47.1%、

5～6 歳 72.3%、7～9 歳 64.7%であった。また、10～14 歳は 86.2%、15～19 歳は 89.7%の抗体保

有率であり、10～15%の者は水痘に対する抗体を保有していなかった。一方、20歳以上の年齢群

では概ね 95%以上の抗体保有率であり、20歳以上全体の抗体保有率は 96.6%であった。 

図 3と表 5には、乳児月齢別水痘抗体保有状況を示した。今年度は 0歳児の調査対象者数が少

なく、多くの月齢群で 10名未満であったため、その傾向を判断するのは難しいと考えられた。 

  

C）予防接種歴別水痘抗体保有状況 

接種歴不明を除く全体の予防接種率（表 6）は、41.8%であった。しかしながら、定期接種対

象年齢である 1歳 76.7%及び 2歳 86.1%であり、また、3～4歳（初年度のみ定期接種対象）79.5%

と定期接種対象年齢群では、他の年齢群と比較して高い接種率であった。一方で、接種後罹患

（breakthrough）水痘を予防するために必要とされる 2 回以上の接種者は、接種歴不明の 376 名

を除いた 730名中 55名（7.5%）であった。 

図 6と表 8に予防接種歴別抗体保有状況を示す。1回接種群では、接種直後の年齢と考えられ

る 1 歳で 14.7%、2 歳 42.9%及び 3～4 歳で 33.3%であり、低い抗体保有率であった。一方で、2

回接種群の 1 歳および 2歳、3～4歳での抗体保有率は、1歳で 75.0%（接種歴無し 2.6%、1回接

種 14.7%）、2歳 66.7%（同 40.0%、42.9%）及び 3～4歳で 52.4%（同 55.6%、33.3%）と高率であ

った。ただし、2回接種群の対象者数が 1歳 8名、2歳 15名、3～4 歳 21名と少ないため、調査

数を増やした検討が必要である。 

 

D）地域別抗体保有状況 

図 5 と表 2 に、都道府県別水痘抗体保有状況を示した。本年度は、千葉県（233 名）、東京都

（381名）、京都府（260名）及び大阪府（232名）で調査が行われた。各都道府県別の全年齢の

抗体保有率は、それぞれ 79.4%、76.1%、87.7%及び 84.5%であり、全年齢では京都府が最も高く、
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東京都が最も低かった。しかし、京都府において 1～4 歳の抗体保有率は 23.8%であり、他の都

府県（31.3～55.0%）より低かった（表 2）。 

また、全ての都府県において予防接種歴が調査された。接種歴不明を除く都道府県別予防接種

率（表 7）は、大阪府が 44.5%で最も高く、京都府が 33.6%で最も低かった。 

 

３．考察および今後の流行予測 

今回、水痘ワクチンの定期接種化後において最初の水痘抗体保有状況の調査が行われた。実施さ

れた都道府県は 4 都府県（1,106 名）と、前年度及び他疾病の調査と比べて少なく、水痘ワクチン

定期接種化後における、日本での抗体保有状況を正確に把握するためには、今後調査数を増やして

いくことが必要である。 

全体の予防接種率は、調査時期が定期接種化前であった前年度（33.0%）より上昇し、本年度は

41.8%であった。定期接種対象年齢である、1歳及び 2歳の予防接種率（1回接種以上）及び抗体保

有率は、1 歳 76.7%及び 25.4%、2 歳 86.1%及び 53.7%であり、前年度と比較して高かったものの、

抗体保有率は低い水準であることが分かった。特に地域によっては 1～4 歳の抗体保有率が 25%未

満であり、定期接種導入後の最初の調査でもあることから、今後の推移を確認していく必要がある。

抗体保有率は年齢が上がるに従って上昇したが、20歳未満には多数の感受性者が残されており、ま

た 20歳以上においても 3.4%の感受性者が存在していた（図 4）。水痘は成人が罹患すると重症化す

ることや、妊婦が感染すると胎児に先天性感染を引き起こすこともあるため、成人の感受性者への

対応を検討すると共に、接種歴・罹患歴が確実ではない場合は、ワクチン接種が勧められる。また、

高齢者に関しては、帯状疱疹の予防という面からも（2016 年 3 月に 50 歳以上の人を対象に帯状疱

疹予防ワクチンとしても認可された）、接種が必要と考えられる。 

定期接種化により水痘の発症者数は大きく減少し、またそれを維持していることから 4）、水痘の

予防にワクチンが効果を発揮していることは確実であり、今後 2回接種率をより高め、維持してい

くことが重要である。 

今後も抗体保有率及び感受性者がどのように推移していくか注視するとともに予防接種施策に

反映させていく必要がある。 
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0-1 2-3 4-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-39 40-

合計 Total 1106 91 73 151 109 97 84 78 116 307

千葉 Chiba 233 16 12 53 36 19 6 9 27 55

東京 Tokyo 381 34 33 49 43 40 45 41 26 70

京都 Kyoto 260 19 6 27 16 3 9 18 40 122

大阪 Osaka 232 22 22 22 14 35 24 10 23 60

2015年度

合計
Total

都道府県
Prefecture

年齢群 （歳）

Age group （years）

表1　都道府県別年齢群別水痘感受性調査対象者数
The number of examinees for varicella susceptibility investigation by age group in each prefecture
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＜4.0 4.0 8.0 16.0 32.0 64.0 128.0

/ / / / / /

7.9 15.9 31.9 63.9 127.9

千葉 Chiba

Total 233 48 20 47 50 44 23 1

0 4 4 0 0 0 0 0 0

1 12 8 2 0 0 1 0 1

2 6 3 1 0 2 0 0 0

3-4 13 5 3 1 2 1 1 0

5-6 12 3 0 3 3 1 2 0

7-9 34 14 4 4 4 5 3 0

10-14 36 6 1 11 4 11 3 0

15-19 19 3 2 3 5 3 3 0

20-24 6 0 1 2 1 0 2 0

25-29 9 0 2 1 2 4 0 0

30-34 12 2 0 6 2 1 1 0

35-39 15 0 2 2 6 4 1 0

40- 55 0 2 14 19 13 7 0

東京 Tokyo

Total 381 91 73 80 81 40 13 3

0 7 7 0 0 0 0 0 0

1 27 23 3 0 0 1 0 0

2 16 9 4 1 1 1 0 0

3-4 24 14 4 2 4 0 0 0

5-6 15 2 3 4 2 2 1 1

7-9 27 10 4 3 9 1 0 0

10-14 43 6 13 8 8 5 1 2

15-19 40 7 10 5 10 5 3 0

20-24 45 2 6 16 11 8 2 0

25-29 41 5 10 11 11 3 1 0

30-34 16 1 3 7 2 2 1 0

35-39 10 0 2 3 3 1 1 0

40- 70 5 11 20 20 11 3 0

京都 Kyoto

Total 260 32 23 42 93 57 10 3

0 5 4 0 1 0 0 0 0

1 14 11 0 1 1 1 0 0

2 3 2 0 0 1 0 0 0

3-4 4 3 0 0 0 0 1 0

5-6 13 4 2 3 3 1 0 0

7-9 13 3 0 3 3 4 0 0

10-14 16 2 1 3 7 2 0 1

15-19 3 0 0 2 1 0 0 0

20-24 9 0 0 2 5 2 0 0

25-29 18 1 1 3 8 5 0 0

30-34 18 0 2 6 5 5 0 0

35-39 22 0 3 3 9 4 3 0

40- 122 2 14 15 50 33 6 2

大阪 Osaka

Total 232 36 37 38 74 30 17 0

0 8 8 0 0 0 0 0 0

1 14 8 3 1 2 0 0 0

2 16 5 5 4 1 0 1 0

3-4 10 5 1 1 1 1 1 0

5-6 7 4 1 2 0 0 0 0

7-9 11 3 2 0 3 1 2 0

10-14 14 1 4 4 2 2 1 0

15-19 35 0 5 8 10 10 2 0

20-24 24 2 6 6 9 1 0 0

25-29 10 0 3 3 3 1 0 0

30-34 12 0 1 1 8 2 0 0

35-39 11 0 1 0 5 3 2 0

40- 60 0 5 8 30 9 8 0

2015年度

合計
Total

都道府県／年齢群 （歳）

Prefecture

／Age group （years）

表2　都道府県別水痘抗体保有状況
Age group distribution of EIA-IgG antibody titer to varicella-zoster virus by prefecture

EIA-IgG価

EIA-IgG titer
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＜4.0 4.0 8.0 16.0 32.0 64.0 128.0

/ / / / / /

7.9 15.9 31.9 63.9 127.9

Total 1106 207 153 207 298 171 63 7
0 24 23 0 1 0 0 0 0
1 67 50 8 2 3 3 0 1
2 41 19 10 5 5 1 1 0
3 32 17 7 2 5 1 0 0
4 19 10 1 2 2 1 3 0
5 25 8 4 2 5 2 3 1
6 22 5 2 10 3 2 0 0
7 25 7 2 4 7 4 1 0
8 31 11 7 3 4 3 3 0
9 29 12 1 3 8 4 1 0

10 21 3 4 3 1 7 2 1
11 26 4 4 7 5 3 2 1
12 22 3 6 3 4 4 1 1
13 26 4 3 5 10 4 0 0
14 14 1 2 8 1 2 0 0
15 13 2 1 3 4 0 3 0
16 15 2 1 4 4 2 2 0
17 16 0 4 4 4 4 0 0
18 22 1 2 4 8 6 1 0
19 31 5 9 3 6 6 2 0
20 16 1 1 5 7 1 1 0
21 13 1 3 2 3 4 0 0
22 21 1 4 6 7 2 1 0
23 18 1 0 8 5 3 1 0
24 16 0 5 5 4 1 1 0
25 18 2 5 2 7 2 0 0
26 19 1 7 6 2 2 1 0
27 12 0 0 4 4 4 0 0
28 15 1 2 5 4 3 0 0
29 14 2 2 1 7 2 0 0
30 9 0 3 4 0 2 0 0
31 10 0 1 2 3 2 2 0
32 14 1 1 6 5 1 0 0
33 14 0 0 4 6 4 0 0
34 11 2 1 4 3 1 0 0
35 15 0 2 3 5 4 1 0
36 13 0 1 1 5 3 3 0
37 6 0 1 1 4 0 0 0
38 10 0 2 2 4 2 0 0
39 14 0 2 1 5 3 3 0
40 11 1 1 2 3 1 3 0
41 9 1 0 2 4 2 0 0
42 12 0 0 4 5 3 0 0
43 17 0 0 4 7 5 1 0
44 12 0 3 3 3 1 2 0
45 8 0 0 0 5 3 0 0
46 12 1 3 0 1 6 1 0
47 16 0 1 6 8 1 0 0
48 10 0 0 5 2 2 1 0
49 8 0 0 4 3 0 1 0
50 9 0 2 2 1 1 3 0
51 15 0 2 2 7 2 1 1
52 11 0 2 3 2 4 0 0
53 13 0 2 3 8 0 0 0
54 13 0 1 2 7 0 3 0
55 14 0 1 2 7 2 2 0
56 9 0 0 2 2 5 0 0
57 12 1 0 1 7 3 0 0
58 6 0 0 0 5 1 0 0
59 7 0 1 0 5 0 1 0
60 8 0 2 1 1 3 1 0
61 6 0 1 1 2 0 2 0
62 11 2 4 1 2 1 1 0
63 8 0 1 3 2 2 0 0
64 2 0 0 0 0 2 0 0
65 6 0 0 1 4 1 0 0
66 6 0 1 0 2 2 0 1
67 6 0 0 0 3 3 0 0
68 8 0 1 0 4 3 0 0
69 4 1 1 0 2 0 0 0

70- 18 0 2 3 5 7 1 0

2015年度

合計
Total

年齢 （歳）

Age （years）

表3　年齢別水痘抗体保有状況
Age distribution of EIA-IgG antibody titer to varicella-zoster virus

EIA-IgG価

EIA-IgG titer
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＜4.0 4.0 8.0 16.0 32.0 64.0 128.0

/ / / / / /

7.9 15.9 31.9 63.9 127.9

Total 1106 207 153 207 298 171 63 7

0 24 23 0 1 0 0 0 0

1 67 50 8 2 3 3 0 1

2 41 19 10 5 5 1 1 0

3-4 51 27 8 4 7 2 3 0

5-6 47 13 6 12 8 4 3 1

7-9 85 30 10 10 19 11 5 0

10-14 109 15 19 26 21 20 5 3

15-19 97 10 17 18 26 18 8 0

20-24 84 4 13 26 26 11 4 0

25-29 78 6 16 18 24 13 1 0

30-34 58 3 6 20 17 10 2 0

35-39 58 0 8 8 23 12 7 0

40- 307 7 32 57 119 66 24 2

＜4.0 4.0 8.0 16.0 32.0 64.0 128.0

/ / / / / /

7.9 15.9 31.9 63.9 127.9

Total 24 23 0 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 0 0 1 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 0 0 0

3 0 0 0 0 0 0 0 0

4 2 2 0 0 0 0 0 0

5 1 1 0 0 0 0 0 0

6 3 3 0 0 0 0 0 0

7 1 1 0 0 0 0 0 0

8 2 2 0 0 0 0 0 0

9 1 1 0 0 0 0 0 0

10 4 4 0 0 0 0 0 0

11 9 9 0 0 0 0 0 0

0-5 4 3 0 1 0 0 0 0

6-11 20 20 0 0 0 0 0 0

月齢 （か月）

Age （months）
合計
Total

合計
Total

年齢群 （歳）

Age group （years）

EIA-IgG価

EIA-IgG titer

EIA-IgG価

EIA-IgG titer

Age group distribution of EIA-IgG antibody titer to varicella-zoster virus

2015年度

表5　乳児月齢別水痘抗体保有状況
Age distribution of EIA-IgG antibody titer to varicella-zoster virus in infants

表4　年齢群別水痘抗体保有状況
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1回

1 dose

2回以上

≧2 doses

その他
Others

A B C D E

1106 425 184 55 66 376 41.8

24 21 0 0 0 3 0.0

67 14 34 8 4 7 76.7

41 5 14 15 2 5 86.1

51 9 12 21 2 7 79.5

47 16 22 3 2 4 62.8

85 34 33 5 4 9 55.3

109 49 36 1 11 12 49.5

97 57 15 1 8 16 29.6

84 39 5 1 8 31 26.4

78 30 6 0 6 36 28.6

58 21 2 0 1 34 12.5

58 25 1 0 2 30 10.7

307 105 4 0 16 182 16.0

1回

1 dose

2回以上

≧2 doses

その他
Others

A B C D E

1106 425 184 55 66 376 41.8

233 91 35 15 14 78 41.3

381 177 85 31 23 65 44.0

260 81 17 4 20 138 33.6

232 76 47 5 9 95 44.5

Tokyo

Kyoto

Osaka

合計 Total

千葉 Chiba

Vaccinee （%） = （B+C+D） / （A+B+C+D） * 100

東京

京都

大阪

表7　予防接種歴別都道府県別水痘感受性調査対象者数
The number of examinees for varicella susceptibility investigation by vaccination history and prefecture

都道府県
Prefecture

合計
Total

予防接種歴
Vaccination history

接種率
Vaccinee

（%）
無

Non-vaccinee

有
Vaccinee 不明

Unknown

2015年度

30-34

表6　予防接種歴別年齢群別水痘感受性調査対象者数
The number of examinees for varicella susceptibility investigation by vaccination history and age group

0

予防接種歴
Vaccination history

有
Vaccinee

年齢群 （歳）

Age group （years）

25-29

接種率
Vaccinee

（%）

40-

35-39

無
Non-vaccinee

不明
Unknown

合計
Total

Total

Vaccinee （%） = （B+C+D） / （A+B+C+D） * 100

15-19

20-24

1

10-14

7-9

3-4

5-6

2

－ 235 －



＜4.0 4.0 8.0 16.0 32.0 64.0 128.0

/ / / / / /

7.9 15.9 31.9 63.9 127.9

無 Non-vaccinee

Total 425 64 44 85 128 75 27 2

0 21 20 0 1 0 0 0 0

1 14 10 1 2 0 1 0 0

2 5 3 1 0 0 1 0 0

3-4 9 4 1 0 1 0 3 0

5-6 16 2 3 6 4 1 0 0

7-9 34 8 2 4 11 7 2 0

10-14 49 5 4 10 15 12 1 2

15-19 57 4 8 6 22 10 7 0

20-24 39 2 3 12 14 7 1 0

25-29 30 1 3 9 11 5 1 0

30-34 21 1 1 7 7 3 2 0

35-39 25 0 3 6 5 8 3 0

40- 105 4 14 22 38 20 7 0

有 1回 Vaccinee : 1 dose

Total 184 76 38 30 22 11 5 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 34 29 4 0 1 0 0 0

2 14 8 4 2 0 0 0 0

3-4 12 8 3 0 0 1 0 0

5-6 22 7 3 4 3 3 1 1

7-9 33 14 6 5 5 0 3 0

10-14 36 6 10 12 3 3 1 1

15-19 15 3 3 4 3 2 0 0

20-24 5 0 2 1 2 0 0 0

25-29 6 1 2 2 1 0 0 0

30-34 2 0 1 0 1 0 0 0

35-39 1 0 0 0 1 0 0 0

40- 4 0 0 0 2 2 0 0

有 2回以上 Vaccinee : ≧2 doses

Total 55 22 10 9 9 3 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 8 2 2 0 1 2 0 1

2 15 5 3 2 4 0 1 0

3-4 21 10 4 3 4 0 0 0

5-6 3 1 0 2 0 0 0 0

7-9 5 3 1 1 0 0 0 0

10-14 1 0 0 0 0 1 0 0

15-19 1 1 0 0 0 0 0 0

20-24 1 0 0 1 0 0 0 0

25-29 0 0 0 0 0 0 0 0

30-34 0 0 0 0 0 0 0 0

35-39 0 0 0 0 0 0 0 0

40- 0 0 0 0 0 0 0 0

EIA-IgG価

EIA-IgG titer

2015年度

表8　予防接種歴別水痘抗体保有状況
Age group distribution of EIA-IgG antibody titer to varicella-zoster virus by vaccination history

合計
Total

予防接種歴／年齢群 （歳）

Vaccination history

／Age group （years）

－ 236 －



Age group distribution of EIA-IgG antibody positives to varicella-zoster virus, 2015

（n = 1106）

流行予測2015

図1　年齢別水痘抗体保有状況，2015年

Age distribution of EIA-IgG antibody positives to varicella-zoster virus, 2015

（n = 1106）

流行予測2015

図2　年齢群別水痘抗体保有状況，2015年
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図3　乳児月齢群別水痘抗体保有状況，2015年

Age group distribution of EIA-IgG antibody positives to varicella-zoster virus in infants, 2015

流行予測2015

図4　年齢群別水痘抗体保有状況（EIA-IgG価≧4）の年度別比較

Age group distribution of EIA-IgG antibody positives (EIA-IgG titer ≧4) to varicella-zoster virus in different years
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図5　都道府県別水痘抗体保有状況，2015年

Age group distribution of EIA-IgG antibody positives to varicella-zoster virus in each prefecture, 2015

（n = 260） （n = 232）

Chiba
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Tokyo
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Kyoto Osaka

流行予測2015
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 Non-vaccinee （n = 425）

 Vaccinee : 1 dose （n = 184）

図6　予防接種歴別水痘抗体保有状況，2015年

Age group distribution of EIA-IgG antibody positives to varicella-zoster virus by vaccination history, 2015

（n = 55） Vaccinee : ≧2 doses

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 1 2 3-4 5-6 7-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 ≧40

A
n
ti
b
o
d
y 

p
o
s
it
iv

e
s
 （

%
）

Age group （years）

≧4

≧8

≧16

≧32

≧64

≧128

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 1 2 3-4 5-6 7-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 ≧40

A
n
ti
b
o
d
y 

p
o
s
it
iv

e
s
 （

%
）

Age group （years）

≧4

≧8

≧16

≧32

≧64

≧128

EIA-IgG titer

EIA-IgG titer

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 1 2 3-4 5-6 7-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 ≧40

A
n
ti
b
o
d
y 

p
o
s
it
iv

e
s
 （

%
）

Age group （years）

≧4

≧8

≧16

≧32

≧64

≧128

EIA-IgG titer

－ 240 －


	バインダー3
	最終版_2015-00 表紙
	web用最終版_2015-00 はじめに 
	web用最終版_2015-00 目次_ページ番号入り
	web用最終版_2015-01 概要
	最終版_2015-01 概要_表
	web最終版_2015-02 ポリオ_本文
	最終版_2015-02 ポリオ_図表 all
	○○2015-02ポリオ_表1-2
	○○2015-02ポリオ_表3
	2015ポリオ_図表
	2015-02ポリオ_図表
	2015-02ポリオ_図表2
	2015-02ポリオ_図表3
	2015-02ポリオ_図表4
	2015-02ポリオ_図表5
	2015-02ポリオ_図表6
	2015-02ポリオ_図表7


	最終版_2015-03 インフルエンザ_本文
	最終版_2015-03 インフルエンザ_図表
	2015インフルエンザ_図表
	2-1
	2-2
	2-3
	2-4
	3
	4
	5
	6,7
	8
	f1
	f2
	f3
	f4-1
	f4-2
	f4-3
	f4-4
	f5

	最終版_2015-04 日本脳炎_本文
	最終版_2015-04 日本脳炎_図表
	最終版_2015-05 風疹_本文
	最終版_2015-05 風疹_図表
	2015風疹_図表
	2-1
	2-2
	2-3
	3
	4-5
	6-7
	8
	f1
	f2
	f3
	f4
	f5
	f6

	最終版_2015-06 麻疹_本文
	最終版_2015-06 麻疹_図表
	2015麻疹_図表
	2
	3
	4,5
	6
	7
	8
	f1
	f3
	f4
	f5
	f6

	最終版_2015-07 HPV_本文
	最終版_2015-07 HPV_図表
	最終版_2015-08 水痘_本文
	最終版_2015-08 水痘_図表
	最終版_2015-09 B型肝炎_本文
	最終版_2015-09 B型肝炎_図表
	2015B型肝炎_図表
	2
	3-1
	3-2
	3-3
	4
	5
	6,7
	8-1
	8-2
	8-3
	f1
	f2
	f3
	f4

	最終版_2015-10 インフルエンザ菌_本文
	最終版_2015-10 インフルエンザ菌_表
	最終版_2015-11 肺炎球菌_本文
	最終版_2015-11 肺炎球菌_表
	最終版_2015-12 予防接種歴調査_本文
	最終版_2015-12 予防接種歴調査_図表
	2015-99 実施要領web版
	2015-90.pdf
	2015-2
	2015-3
	2015-4
	2015-4.2
	2015-4.3
	2015-5_参考資料1、2
	2015-6_参考資料3
	2015-7_参考資料4
	2015-9_参考資料6
	2015-10_別添資料1（HPV感受性調査検査術式）
	2015-11_別添資料2（インフルエンザ菌感染源調査検査術式）
	2015-12_別添資料3（肺炎球菌感染源調査検査術式）



	web用最終版ポリオ図6
	バインダー3
	最終版_2015-00 表紙
	web用最終版_2015-00 はじめに 
	web用最終版_2015-00 目次_ページ番号入り
	web用最終版_2015-01 概要
	最終版_2015-01 概要_表
	web最終版_2015-02 ポリオ_本文
	最終版_2015-02 ポリオ_図表 all
	○○2015-02ポリオ_表1-2
	○○2015-02ポリオ_表3
	2015ポリオ_図表
	2015-02ポリオ_図表
	2015-02ポリオ_図表2
	2015-02ポリオ_図表3
	2015-02ポリオ_図表4
	2015-02ポリオ_図表5
	2015-02ポリオ_図表6
	2015-02ポリオ_図表7


	最終版_2015-03 インフルエンザ_本文
	最終版_2015-03 インフルエンザ_図表
	2015インフルエンザ_図表
	2-1
	2-2
	2-3
	2-4
	3
	4
	5
	6,7
	8
	f1
	f2
	f3
	f4-1
	f4-2
	f4-3
	f4-4
	f5

	最終版_2015-04 日本脳炎_本文
	最終版_2015-04 日本脳炎_図表
	最終版_2015-05 風疹_本文
	最終版_2015-05 風疹_図表
	2015風疹_図表
	2-1
	2-2
	2-3
	3
	4-5
	6-7
	8
	f1
	f2
	f3
	f4
	f5
	f6

	最終版_2015-06 麻疹_本文
	最終版_2015-06 麻疹_図表
	2015麻疹_図表
	2
	3
	4,5
	6
	7
	8
	f1
	f3
	f4
	f5
	f6

	最終版_2015-07 HPV_本文
	最終版_2015-07 HPV_図表
	最終版_2015-08 水痘_本文
	最終版_2015-08 水痘_図表
	最終版_2015-09 B型肝炎_本文
	最終版_2015-09 B型肝炎_図表
	2015B型肝炎_図表
	2
	3-1
	3-2
	3-3
	4
	5
	6,7
	8-1
	8-2
	8-3
	f1
	f2
	f3
	f4

	最終版_2015-10 インフルエンザ菌_本文
	最終版_2015-10 インフルエンザ菌_表
	最終版_2015-11 肺炎球菌_本文
	最終版_2015-11 肺炎球菌_表
	最終版_2015-12 予防接種歴調査_本文
	最終版_2015-12 予防接種歴調査_図表
	2015-99 実施要領web版
	2015-90.pdf
	2015-2
	2015-3
	2015-4
	2015-4.2
	2015-4.3
	2015-5_参考資料1、2
	2015-6_参考資料3
	2015-7_参考資料4
	2015-9_参考資料6
	2015-10_別添資料1（HPV感受性調査検査術式）
	2015-11_別添資料2（インフルエンザ菌感染源調査検査術式）
	2015-12_別添資料3（肺炎球菌感染源調査検査術式）






